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2017年9月14日
公開ブリーフィング第３回
「持続可能性運営計画第２版」に向けて、企業との情報共有



オリンピックと持続可能性

1992年 地球サミット「アジェンダ21」
1994年 オリンピック精神

（スポーツ）（文化）＋（環境）

1999年 IOC版「アジェンダ21」
2012年 リオ＋20、ロンドン2012大会

2014年 「オリンピック・アジェンダ2020」
2015年 「持続可能性に関するオリン

ピック競技大会ガイド」

2015年 国連サミット SDGs採択

2016年 リオ2016大会

2016年 IOC持続可能性戦略
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オリンピックアジェンダ2020

【提言4 】 オリンピック競技大会の
全ての側面に持続可能性を組込む
【提言5 】 オリンピック・ムーブメント
の日常業務に持続可能性を組込む



オリンピック・パラリンピックの知的財産保護

• 大会ブランド保護基準
• 東京2020組織委員会が管理する、東京2020大会関連マーク（エンブレム、

ロゴ、スローガン等）をはじめとした、オリ・パラ知的財産に関する保護基準
• 知的財産の使用が認められる団体

• 大会スポンサー、大会放送権者、開催都市
• 省庁、開催会場となる自治体
• メディア（報道目的に限る）、ＪＯＣ，ＪＰＣ
• 地方自治体（組織委員会が許諾したものに限る）
• その他、組織委員会が使用を適当と認める団体等

• 保護対象となる各種用語
• 大会正式名称
• 大会略称（東京2020オリンピック競技大会、東京2020大会、

Tokyo2020等)
• その他（オリンピック、パラリンピック、聖火、がんばれ！ニッポン！等）

• 保護の理由

• 組織委員会は大会運営経費の大部分をマーケティング（協賛金、チケット、
放映権等）により調達

• 知的財産権の侵害は、スポンサー等からの協賛金減収、大会運営、アス
リートの育成・強化等に重大な支障をきたす可能性がある



公認プログラム
ロゴ等使用

応援プログラム
ロゴ等使用

大会スポンサー企業 ○ ×

スポンサー以外の企業 × ×

自治体（開催会場） ○ ×

自治体（開催会場以外） × ○

NPO等 × ○

「応援プログラム」
自治体やNPO等の「アクション」を通じて、東京2020大会を盛り上げるためのプログラム。認証を受けると応援プログラムのマークや、

「オリンピック」などの文言が使用できるようになる。対象は、開催会場の無い自治会、町内会、商店街、学校法人、準学校法人、公
益社団・財団法人、一般社団・財団、NPO等

サプライヤーに
なったとしても
オリ・パラ

ブランド保護
のため一切の
情報開示が
できない

（無償提供でも）

組織委員会による参画プログラム



• 持続可能性施策の予算が足りないのであれば、何かしらの
資金創出が必要だが、組織委員会の参画プログラムでは、
スポンサー以外の企業が協賛できる仕組みが無い

（資金・現物による寄付、カーボン・オフセット等）

• IOCへの質問① 例えば、国が創設した公的基金等が受け
皿となり、企業や個人から寄付金やオフセット・クレジット等
の提供を受け、持続可能性施策に一部に充てるような仕組
みを検討する場合、IOCから何か条件や制限はあるか？

• ＩＯＣへの質問② 大会スポンサー以外の企業が、資金や現
物出資、カーボン・オフセット等を通じて、大会の持続可能性
に協力できれば、予算不足でも持続可能性配慮が進むはず。
そのような企業は仮に協力しても、情報開示できないのか？
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IOCへ質問書の趣旨



6



1. ＩＯＣの回答では、持続可能性のための基金創設が可能かど
うかは、組織委員会が判断するべきことのようである。

2. 組織委員会は大会ブランド保護のため、スポンサー以外の企
業から資金等の提供を受ける仕組みに、主体的に関わること
は難しいと思われる。

3. そうであれば、組織委員会と切り離しオリ・パラの名称は使わ
ずに、例えば、都または国（あるいは共同）が、「2020年持続

可能性基金」（仮称）を創設し、資金やクレジット等の寄付の
事実を対外公表可能な形で企業や個人から集め、それを組
織委員会との協働事業や、都などの事業に投じたらどうか？

4. 世界的にＥＳＧ投資が広がり、企業には非財務情報の開示が
求められる中、スポンサー以外のサプライヤーが情報開示で
きないのは問題ではないか？
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まとめ
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